
食品循環資源1トンには567kgの
水分、226kgの炭素、207kgの炭
素以外の固形分が含まれています。
一般的には食品循環資源の水分は
70%程度ですが、お客様の食品循
環資源の性質を事前に調査・分析
し、水分の低い食品循環資源を混
ぜることによって水分率を調製し、
エネルギー効率を高めるようにし
ています。

食品循環資源が含んでいる炭素
226kgに対して約10%(23kg)の
炭素を足します。炭素を足すと
いうのは一部化石燃料などの外
部エネルギーを使用するという
意味で、水分や炭素以外の固形
分を蒸発させたり、熱分解とい
う現象を誘発させて炭素を炭に
固定していきます。

循環熱利用は炭化に必要な熱を食品循環
資源がもともと持っているカロリー(熱)
で賄うという意味で、化石燃料の使用量
削減の観点から、炭素量に換算すると
75kgの炭素排出を削減しています。炭製
品はセメント業や鉄鋼業で石炭等の化石
燃料の代わりに使用することで、43kgの
炭素排出を削減し、合計118kgの炭素が
削減されます。一方で、炭化プロセスで
化石燃料を由来とする炭素を23kg使用し
ているので、これを差し引くと、お客様
の食品循環資源1トンあたり、95kgの炭
素が削減されています。

お客様が食品循環資源を炭化によるリサイクルを行うことによって、
食品循環資源 1トン *あたり、９５ k gの炭素削減（C O 2換算：３４８ k g）
に貢献されています。
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23kg
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95 kg

*1：湿重量を示します。
*2：本紙のデータは2024年4月~2025年3月の自社データより計算しています。

炭素合計118kg
-23kg(追加した炭素)=

私たちは、廃棄物を

新たな資源として利活用するため、

お客様と共に循環利活用を目指し、

環境保全に貢献してまいります。

炭素
- 23kg

(CO2換算：348kg)
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